
令和 3 年度 京都工芸繊維大学  公開講座 

「情報の基本 高等学校情報 I が常識になる時代を迎えて」開催のご案内 

 

目  的：令和 4 年度から高等学校にて「情報Ⅰ」を含む新学習指導要領に基づく教育課程が開始され

ます。全生徒が必修となる「情報 I」では、プログラミング・モデル化とシミュレーション・

ネットワーク（関連して情報セキュリティ）・データベースの基礎といった基本的な情報技術

に加えて、コンテンツの制作・発信の基礎となる情報デザイン、さらには情報モラル・情報社

会と人間との関わりなどについて幅広く学びます。すべての高校生がこれらのことを学ぶとい

うことは、これらの知識は企業における今後のリスキル教育として必要不可欠なものになるこ

とを意味し、リスキル教育の計画・実施にあたり、これらの内容を確実な知識として得ておく

ことは必須であると考えられます。また、高等学校においては教科横断的な情報活用教育が求

められており、情報科の先生方のみならず他教科の先生方もあらためて学び直す機会としてい

ただけるよう、基本部分を丁寧に解説することを目指します。 

 

対 象 者：企業において情報関係のリスキル教育に関係される方。および高等学校の教員の方。 

 

募集人数：20 名（先着順） ※申込締切日：令和 3 年 10 月 29 日（金） 

 

申込方法：別紙の参加申込書に必要事項を記入の上、メールまたは FAX によりご提出ください。 

    ※申し込みを受け付けた方には、「申し込み受理メール【京都工芸繊維大学】」を送付します。 

 

開催日時：令和 3 年 11 月 19 日（金）～ 令和 4 年 1 月 28 日（金）の間で 8 回 いずれも 18:00～20:10 

    ※開催日に関する詳細は実施予定表をご覧ください。 

 

実施形態：Webex を用いたオンライン講義 

  教材として文部科学省が公開している「高等学校情報科「情報Ⅰ」教員研修用教材（本編）」 

   https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/zyouhou/detail/1416756.htm を使用します。 

 

受 講 料：8,200 円（1 人） 

    ※支払方法および振込先は、別紙の参加申込書をご参照ください。 

 

講  師：情報工学・人間科学系 荒木雅弘 准教授 

   著書：「フリーソフトでつくる音声認識システム（第 2 版）」（森北出版 2017 年） 

  「フリーソフトではじめる機械学習入門（第 2 版）」（森北出版 2018 年） 

「マンガでわかる機械学習」（オーム社 2018 年）他 

     受賞：2018 年 工学教育賞 著作部門 

 

 

https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/zyouhou/detail/1416756.htm


令和 3 年度 京都工芸繊維大学 公開講座 

【情報の基本 高等学校情報 I が常識になる時代を迎えて】 

スケジュール 

No. 月日 時間 前半 後半 

1 11 月 19 日 
18:00～

20:10 

情報社会の問題解決(1) 情報社会の問題解決(2) 

情報メディアの特性、問題解決 情報セキュリティ 

2 11 月 26 日 
18:00～

20:10 

情報社会の問題解決(3) 情報社会の問題解決(4) 

情報に関する法規 情報技術の発展 

3 12 月 3 日 
18:00～

20:10 

コミュニケーションと情報デザ

イン(1) 

コミュニケーションと情報デザ

イン(2) 

情報のデジタル化、符号化 メディアとコミュニケーション 

4 12 月 10 日 
18:00～

20:10 

コミュニケーションと情報デザ

イン(3) 

コミュニケーションと情報デザ

イン(4) 

情報デザイン デザイン思考による問題解決 

5 12 月 17 日 
18:00～

20:10 

コンピュータとプログラミング

(1) 

コンピュータとプログラミング

(2) 

コンピュータの仕組み 基本的プログラム 

6 1 月 14 日 
18:00～

20:10 

コンピュータとプログラミング

(3) 

コンピュータとプログラミング

(4) 

応用的プログラム 
アルゴリズム、シミュレーショ

ン 

7 1 月 21 日 
18:00～

20:10 

情報通信ネットワークとデータ

の活用(1) 

情報通信ネットワークとデータ

の活用(2) 

ネットワークの仕組み 量的データ、質的データ 

8 1 月 28 日 
18:00～

20:10 

情報通信ネットワークとデータ

の活用(3) 

情報通信ネットワークとデータ

の活用(4) 

データの表現形式 データの統計的解析と可視化 

 

注意 

 各日前半 60 分講義、10 分休憩、後半 60 分講義を目安に進めますが、内容によって前半・後

半の時間配分を調整することがあります。 

 プログラミング言語は Python について説明します。 

 講義中、いくつかのソフトウェアを使って実演をしますが、それらのソフトウェアのインスト

ールや設定については基本的には対応できません。 


